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1. 平成26年3月期の連結業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

(2) 連結財政状態

(3) 連結キャッシュ・フローの状況

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 134,351 0.4 9,342 △13.6 9,514 △6.5 7,948 4.7
25年3月期 133,774 △4.8 10,816 △4.5 10,175 △0.2 7,593 △8.9

（注）包括利益 26年3月期 13,916百万円 （8.1％） 25年3月期 12,869百万円 （54.9％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 48.57 ― 7.4 5.5 7.0
25年3月期 46.24 ― 7.7 6.1 8.1

（参考） 持分法投資損益 26年3月期 50百万円 25年3月期 42百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 182,319 115,200 60.7 676.70
25年3月期 165,350 107,097 62.7 631.63

（参考） 自己資本 26年3月期 110,633百万円 25年3月期 103,712百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 14,100 △7,560 △7,375 27,524
25年3月期 5,336 △7,181 △7,876 27,789

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 1,643 21.6 1.7
26年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 1,639 20.6 1.5
27年3月期(予想) ― 6.00 ― 7.00 13.00 20.7

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 69,000 21.0 5,800 176.9 5,400 118.0 4,100 131.5 25.05
通期 150,000 11.6 14,500 55.2 13,800 45.0 10,300 29.6 62.94

1980389
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※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期 168,775,770 株 25年3月期 168,775,770 株
② 期末自己株式数 26年3月期 5,286,801 株 25年3月期 4,577,684 株
③ 期中平均株式数 26年3月期 163,658,045 株 25年3月期 164,202,284 株

（参考）個別業績の概要

平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日）

(2) 個別財政状態

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 106,795 △3.5 5,420 △24.2 5,690 △23.6 6,043 △9.5
25年3月期 110,694 △4.5 7,147 0.9 7,446 19.6 6,679 3.3

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

26年3月期 36.90 ―
25年3月期 40.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 145,715 93,185 64.0 569.52
25年3月期 136,545 88,082 64.5 536.01

（参考） 自己資本 26年3月期 93,185百万円 25年3月期 88,082百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
・当社は、平成26年５月７日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明資料については、開催後当社ホーム
ページに掲載する予定です。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　① 当期の経営成績

当期の世界経済は、米国では堅調な経済が持続し、欧州では景気の持ち直しの動きが見られました。中国などアジア

の新興国の景気動向は、全体として力強さを欠く展開となりました。

　わが国の経済においては、世界経済の回復の動きに加え、金融・財政政策の効果により景気は回復基調で推移いたし

ました。

　工作機械の需要動向につきましては、米国市場は堅調に推移し、欧州、アジアの両市場は年度後半から回復傾向とな

りました。国内では円高修正や政府による投資促進策などにより、企業の設備投資は次第に拡大いたしました。年度末

にかけては、ものづくり補助金の効果が剥落し、また、消費税率引き上げ前の駆け込み需要が一段落して工作機械の市

況に一服感が見られました。

　この様な状況の下、当企業グループは「グローバル70」の指針を掲げ、プレミアム・プロダクト戦略とグローバル・

コスト戦略の両輪で、製品競争力の更なる強化を図り、グローバル販売戦略により、活況市場・好調産業からの受注拡

大、そして新市場・新顧客の開拓を進めてまいりました。

　プレミアム・プロダクト戦略におきましては、新商品開発として、５軸制御立形マシニングセンタ MU-5000V、横形複

合加工機 MULTUS Uシリーズなど強みの高付加価値マシンの開発に注力してまいりました。MULTUS Uシリーズは難削材の

高精度・高能率加工を実現する機械として「2013年十大新製品賞」（日刊工業新聞社主催）を受賞いたしました。新技術

開発としては、機電融合技術を土台にした知能化技術などの開発を進めてまいりました。独自の熱変位低減技術と振動

抑制技術が「第23回型技術協会賞技術賞」を受賞し、また、５軸加工機の幾何誤差を補正し、精度を維持する知能化技

術 ファイブチューニングが、「2013年度日本機械学会賞（技術）」を受賞いたしました。

グローバル・コスト戦略におきましては、台湾の生産拠点を活用しコストダウンを図り、また国内生産の強化として、

本社新工場（ドリームサイト１ DS1）が平成25年５月に竣工し、多品種少量生産における高効率生産とリードタイム短

縮を進めてまいりました。

　グローバル販売戦略におきましては、好調産業、有望市場にフォーカスし、受注・売上の拡大に努めてまいりました。

　海外では「中国国際工作機械展覧会（CIMT 2013）」、「上海工作機械展覧会（CCMT2014）」、「欧州国際工作機械見本市

（EMO 2013）」などに出展し、国内では愛知県の本社にて「オークママシンフェア2013」を開催するなど、強みとする高

付加価値マシン、独自の知能化技術をアピールいたしました。

　そして、販売・サービスの更なる強化・充実を図るべく、平成26年１月にベトナムホーチミン市に現地法人（Okuma

Vietnam Co., Ltd.）を設立し、同年３月にタイ現地法人（Okuma Techno (Thailand) Ltd.）の拠点をバンコク市内へ移

転、拡張いたしました。

　このように「グローバル70」の戦略を確実に実行してまいりました結果、当期の連結受注高は1,490億60百万円（前期

比20.4％増）、連結売上高は1,343億51百万円（前期比0.4％増）、連結営業利益は93億42百万円（前期比13.6％減）、連結

経常利益は95億14百万円（前期比6.5％減）、連結当期純利益は79億48百万円（前期比4.7％増）となりました。

　② 次期の見通し

　今後の世界経済の見通しにつきましては、米国では景気は底堅く推移し、欧州では緩やかな回復が見込まれます。中

国では安定した成長が継続し、その他のアジアの新興国においても持ち直しに向かうものと見込まれます。

　わが国経済の見通しにつきましては、消費税率の引き上げにより景気は一時的な足踏みを見せるものの、海外経済の

回復や円安による輸出の増加に加え、政府の経済対策の効果などから、景気は次第に成長軌道に戻るものと見込まれま

す。

　工作機械の市況は、海外における需要は回復基調で推移し、国内では輸出の増加に伴う生産拡大や企業収益の改善な

どにより、設備投資の動きが強まるものと見込まれます。

　このような状況の下、当企業グループは、「グローバル70」の指針の下、プレミアム・プロダクト戦略とグローバル・

コスト戦略による製品競争力の強化を加速させ、グローバル販売戦略により、活況市場・好調産業からの受注を拡大し、

また新市場・新顧客の開拓を進めてまいります。
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　プレミアム・プロダクト戦略におきましては、高精度、高剛性、高機能を基軸とした新商品開発を進め、そして機

械・電気・情報・知能化技術融合の新技術開発を強化し、高付加価値製品を市場に投入してまいります。

　新商品開発につきましては、当企業グループが強みとする複合加工機などのハイテク機のラインナップを強化・拡充

し、航空機産業、資源・エネルギー関連産業など成長産業、好調業種のニーズに対し、最適な製品を提供してまいりま

す。

　新技術開発につきましては、熱変位精度安定性を実現する「サーモフレンドリーコンセプト」などの知能化技術を更

に高度化し、グローバル市場へ展開してまいります。

　グローバル・コスト戦略におきましては、国内生産の強化、海外調達・海外生産の拡大を図り、価格競争力の強化を

進めてまいります。

　国内生産の強化におきましては、本社新工場（ドリームサイト1）を核にして生産の効率化とリードタイム短縮の取り

組みを一段と強化してまいります。

　海外調達の拡大に対しては、台湾の生産拠点を一段と活用し、調達先の拡大を図り、コストダウン効果を高めてまい

ります。

　海外生産の拡大につきましては、台湾の生産拠点（大同大隈股份有限公司）において生産能力の増強を図り、またプ

レミアム・エコシリーズ「GENOS」のラインナップを拡充し、グローバル市場からの需要に対応してまいります。

　グローバル販売戦略におきましては、航空機や自動車などの好調産業やアジアの有望市場に対し、ソリューションを

提案する付加価値の高い販売活動を展開してまいります。また新興国市場においては、企業情報、製品・技術情報の発

信を強化し、また積極的な展示会への出展などによりオークマブランドを広め、そして浸透を図り、顧客基盤の拡大に

努めてまいります。

このように、「グローバル70」の戦略を推し進め、受注・売上、収益の拡大を図り、成長戦略を進めてまいります。

以上により、次期の連結決算の業績予想につきましては、下表のとおりであります。

連 結

第２四半期累計期間 （前年同期比） 通 期 （前期比）

百万円 ％ 百万円 ％

売上高 69,000 21.0 150,000 11.6

営業利益 5,800 176.9 14,500 55.2

経常利益 5,400 118.0 13,800 45.0

当期純利益 4,100 131.5 10,300 29.6

　業績予想の前提となる為替レートは、１ドル＝101円、１ユーロ＝137円を前提としております。

（２）財政状態に関する分析

① 資産、負債及び純資産の状況

資産は、前連結会計年度末と比較して169億68百万円増加し、1,823億19百万円となりました。主な要因は「リー

ス資産」等有形固定資産の増加75億74百万円、「たな卸資産」の増加51億70百万円、及び「受取手形及び売掛金」の

増加32億94百万円などによるものです。また、負債は前連結会計年度末と比較して、88億65百万円増加いたしまし

た。主な要因は、「リース債務」の増加33億70百万円、「電子記録債務」の増加32億51百万円、「1年内返済予定の長

期借入金」の減少26億42百万円、及び当連結会計年度より発生した「退職給付に係る負債」40億92百万円などによ

るものです。純資産は、「利益剰余金」の増加63億８百万円、「為替換算調整勘定」の増加34億５百万円、「その他有

価証券評価差額金」の増加13億82百万円、及び当連結会計年度より発生した「退職給付に係る調整累計額」36億10

百万円により、81億３百万円の増加となりました。この結果、当連結会計期間末の自己資本比率は60.7％となりま

した。
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② 連結キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物は、前年同期と比較して２億64百万円減少し、275億24百万円となり

ました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、141億円の収入となりました（前年同期は53億36百万円の収入）。主な資

金の増加項目としては、税金等調整前当期純利益97億25百万円、減価償却費58億34百万円であります。一方、主な

資金の減少項目としては、たな卸資産の増加18億75百万円であります。

　投資活動によるキャッシュ・フローは、75億60百万円の支出となりました（前年同期は71億81百万円の支出）。主

な資金の減少項目としては、有形固定資産の取得による支出106億68百万円、及び無形固定資産の取得による支出18

億66百万円であります。一方、主な資金の増加項目としては、有形固定資産の売却による収入33億48百万円、定期

預金等の純増減額18億52百万円であります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、73億75百万円の支出となりました（前年同期は78億76百万円の支出）。主

な資金の減少項目は、長期借入金の返済による支出47億44百万円、及び配当金の支払額16億39百万円であります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期

自己資本比率（％） 55.5 62.7 60.7

時価ベースの自己資本比率
（％）

67.3 69.0 74.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率（年）

5.6 4.2 1.2

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

8.3 12.2 40.1

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業活動によるキャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業活動によるキュッシュ・フロー／利払い

（注１）各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。

（注２）株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

（注３）営業活動によるキャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フ

ローを使用しております。

（注４）有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を払っている全ての負債を対象としてお

ります。また利払いにつきましては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当企業グループは、安定配当を基本とし、企業体質の強化と将来の事業展開に備えるための内部留保の充実などを総

合的に勘案して、株主の皆様へ利益還元していくことを、利益配分に関する基本方針としております。

　内部留保資金の使途としては、財務体質の強化および研究開発、設備投資、海外展開、情報システムの高度化など将

来の成長につながる戦略投資に充当したいと考えております。なお、当期の配当につきましては、１株当たり５円の期

末配当を行う予定であります。また、次期の配当につきましては、基本方針及び予想利益の達成を勘案し、中間配当は

１株当たり６円、期末配当は１株当たり７円とさせて頂く予定であります。

２．経営方針

（１）会社の経営の基本方針、（２）目標とする経営指標、（３）中長期的な会社の経営戦略

　平成25年３月期決算短信（平成25年４月26日開示）により開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略し

ております。

当該決算短信は、次のURLからご覧いただくことができます。

　（当社ホームページ）

http://www.okuma.co.jp/ir/statement/index.html

　（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ））

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html

（４）会社の対処すべき課題

「１．経営成績・財政状態に関する分析」の「（１）経営成績に関する分析」の「②次期の見通し」に記載のとおり

であります。
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３．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 29,822 27,696

受取手形及び売掛金 ※３ 32,107 35,402

たな卸資産 ※１ 44,388 ※１ 49,558

繰延税金資産 2,603 2,998

その他 4,807 5,637

貸倒引当金 △201 △211

流動資産合計 113,529 121,081

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 36,602 40,867

減価償却累計額 △22,727 △23,999

建物及び構築物（純額） 13,875 ※４ 16,868

機械装置及び運搬具 26,366 29,055

減価償却累計額 △24,299 △24,721

機械装置及び運搬具（純額） 2,066 ※４ 4,333

土地 7,409 7,862

リース資産 265 3,837

減価償却累計額 △66 △362

リース資産（純額） 198 3,474

建設仮勘定 2,372 893

その他 12,389 13,470

減価償却累計額 △10,819 △11,836

その他（純額） 1,569 1,634

有形固定資産合計 27,491 35,066

無形固定資産

ソフトウエア 3,039 2,926

その他 66 64

無形固定資産合計 3,105 2,991

投資その他の資産

投資有価証券 17,823 19,837

長期貸付金 196 187

繰延税金資産 36 58

その他 3,176 3,106

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 21,224 23,180

固定資産合計 51,821 61,237

資産合計 165,350 182,319
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３ 10,837 12,948

電子記録債務 10,647 13,898

短期借入金 1,409 1,590

1年内償還予定の社債 - 5,000

1年内返済予定の長期借入金 4,744 2,102

リース債務 52 548

未払金 3,740 4,358

未払法人税等 912 845

繰延税金負債 64 82

賞与引当金 2,023 2,104

役員賞与引当金 91 92

製品保証引当金 268 253

その他 3,057 3,461

流動負債合計 37,849 47,286

固定負債

社債 10,000 5,000

長期借入金 6,182 4,080

リース債務 141 3,017

繰延税金負債 2,830 3,148

退職給付引当金 831 -

退職給付に係る負債 - 4,092

役員退職慰労引当金 98 108

その他 318 384

固定負債合計 20,403 19,831

負債合計 58,253 67,118

純資産の部

株主資本

資本金 18,000 18,000

資本剰余金 41,672 41,672

利益剰余金 48,952 55,260

自己株式 △3,254 △3,820

株主資本合計 105,370 111,113

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,814 4,197

為替換算調整勘定 △4,472 △1,066

退職給付に係る調整累計額 - △3,610

その他の包括利益累計額合計 △1,658 △479

少数株主持分 3,384 4,567

純資産合計 107,097 115,200

負債純資産合計 165,350 182,319
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

売上高 133,774 134,351

売上原価 96,599 98,001

売上総利益 37,175 36,349

販売費及び一般管理費 ※１ 26,358 ※１ 27,007

営業利益 10,816 9,342

営業外収益

受取利息 104 91

受取配当金 263 301

受取地代家賃 142 136

為替差益 - 280

その他 400 481

営業外収益合計 911 1,291

営業外費用

支払利息 425 343

為替差損 322 -

借入手数料 293 296

その他 511 478

営業外費用合計 1,553 1,118

経常利益 10,175 9,514

特別利益

投資有価証券売却益 - 211

補助金収入 - 400

特別利益合計 - 611

特別損失

有形固定資産除却損 ※２ 314 -

投資有価証券評価損 132 -

固定資産圧縮損 - ※４ 400

臨時損失 ※３ 223 -

その他 ※２ 143 -

特別損失合計 814 400

税金等調整前当期純利益 9,361 9,725

法人税、住民税及び事業税 1,807 1,686

法人税等調整額 △393 △476

法人税等合計 1,414 1,210

少数株主損益調整前当期純利益 7,946 8,516

少数株主利益 353 567

当期純利益 7,593 7,948

決算短信 （宝印刷）  2014年04月24日 12時09分 10ページ （Tess 1.40 20131220_01）



オークマ株式会社(6103) 平成26年３月期 決算短信

－ 9 －

連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

少数株主損益調整前当期純利益 7,946 8,516

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,627 1,343

為替換算調整勘定 3,251 4,007

持分法適用会社に対する持分相当額 43 50

その他の包括利益合計 4,922 5,400

包括利益 12,869 13,916

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 12,197 12,737

少数株主に係る包括利益 672 1,179
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)

（単位：百万円）

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 18,000 41,672 42,337 △3,250 98,759

連結範囲の変動 　 　 665 　 665

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △1,643 　 △1,643

当期純利益 　 　 7,593 　 7,593

自己株式の取得 　 　 　 △3 △3

自己株式の処分 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 　 ― 5,949 △3 5,945

当期末残高 18,000 41,672 48,952 △3,254 105,370

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 1,133 △7,288 ― △6,155 2,713 95,318

連結範囲の変動 　 　 　 　 665

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,643

当期純利益 　 　 　 　 7,593

自己株式の取得 　 　 　 　 △3

自己株式の処分 　 　 　 　 ―

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
1,680 2,816 ― 4,497 671 5,168

当期変動額合計 1,680 2,816 ― 4,497 671 11,114

当期末残高 2,814 △4,472 ― △1,658 3,384 107,097
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当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)

（単位：百万円）

　
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 18,000 41,672 48,952 △3,254 105,370

連結範囲の変動 　 　 　 ―

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 △1,639 　 △1,639

当期純利益 　 　 7,948 　 7,948

自己株式の取得 　 　 　 △566 △566

自己株式の処分 　 0 　 0 0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
　 　 　 　 　

当期変動額合計 　 0 6,308 △566 5,742

当期末残高 18,000 41,672 55,260 △3,820 111,113

　

その他の包括利益累計額

少数株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 2,814 △4,472 ― △1,658 3,384 107,097

連結範囲の変動 　 　 　 　 ―

当期変動額 　 　 　 　 　

剰余金の配当 　 　 　 　 △1,639

当期純利益 　 　 　 　 7,948

自己株式の取得 　 　 　 　 △566

自己株式の処分 　 　 　 　 0

株主資本以外の項目

の当期変動額（純額)
1,382 3,405 △3,610 1,178 1,182 2,360

当期変動額合計 1,382 3,405 △3,610 1,178 1,182 8,103

当期末残高 4,197 △1,066 △3,610 △479 4,567 115,200
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
　至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
　至 平成26年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 9,361 9,725

減価償却費 4,273 5,834

貸倒引当金の増減額（△は減少） △118 △4

賞与引当金の増減額（△は減少） △92 43

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △25 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） 245 △841

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 502

受取利息及び受取配当金 △368 △392

支払利息 425 343

為替差損益（△は益） 172 △804

持分法による投資損益（△は益） △42 △50

投資有価証券評価損益（△は益） 132 -

投資有価証券売却損益（△は益） - △211

固定資産廃棄損 314 -

売上債権の増減額（△は増加） 3,424 △793

たな卸資産の増減額（△は増加） 32 △1,875

仕入債務の増減額（△は減少） △9,570 2,709

その他 △1,403 1,435

小計 6,761 15,620

利息及び配当金の受取額 399 423

利息の支払額 △436 △352

法人税等の支払額 △1,428 △1,619

法人税等の還付額 39 29

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,336 14,100

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △57 1,852

有形固定資産の取得による支出 △4,225 △10,668

有形固定資産の売却による収入 29 3,348

無形固定資産の取得による支出 △2,149 △1,866

投資有価証券の取得による支出 △184 △95

投資有価証券の売却による収入 51 388

その他 △646 △518

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,181 △7,560

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,129 △17

長期借入金の返済による支出 △7,314 △4,744

リース債務の返済による支出 △43 △406

自己株式の売却による収入 - 0

自己株式の取得による支出 △3 △566

少数株主への配当金の支払額 0 0

配当金の支払額 △1,643 △1,639

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,876 △7,375

現金及び現金同等物に係る換算差額 473 571

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,247 △264

現金及び現金同等物の期首残高 36,519 27,789

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 517 -

現金及び現金同等物の期末残高 ※１ 27,789 ※１ 27,524
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針

第67項本文に掲げられた定めを除く）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計

上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結

会計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減してお

ります。

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が4,092百万円計上されております。また、その他の

包括利益累計額が3,610百万円減少しております。

なお、１株当たり情報に与える影響は当該箇所に記載しております。

(連結貸借対照表関係)

　
※１ たな卸資産の内訳

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

商品及び製品 18,396百万円 20,769百万円

仕掛品 19,617 〃 20,120 〃

原材料及び貯蔵品 6,374 〃 8,668 〃

　２ 受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形裏書譲渡高 31百万円 2百万円

※３ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結会計年度末

残高に含まれております。

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

受取手形 115百万円 ―百万円

支払手形 171 〃 ― 〃

※４ 有形固定資産に係る補助金の受入れにより取得原価から直接控除された内容は、次のとおりであります。

　

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当連結会計年度
(平成26年３月31日)

建物及び構築物 ―百万円 386百万円

機械装置及び運搬具 ― 〃 13 〃
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(連結損益計算書関係)

　
※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

運賃荷造費 6,211百万円 6,324百万円

販売諸掛 3,018 〃 3,009 〃

報酬、給料及び手当 7,337 〃 8,204 〃

福利費及び退職年金 1,023 〃 899 〃

旅費通信費 1,498 〃 1,672 〃

研究開発費 875 〃 1,053 〃
　
※２ 本社工場再構築費用であります。

　
※３ 連結子会社Okuma America Corporationの年金給付対象者のうち、既退職者でかつ年金未受給者に限定した年金バ

イアウト実施による未認識退職給付債務の一括償却額であります。

　
※４ 固定資産圧縮損の内容は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

建物及び構築物 ―百万円 386百万円

機械装置及び運搬具 ― 〃 13 〃

　
(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

現金及び預金 　29,822百万円 27,696百万円

預入期間が３か月を超える定期預金等 △2,033 〃 △171 〃

現金及び現金同等物 27,789 〃 27,524 〃

　
(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当企業グループの報告セグメントは、当企業グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、執

行役員会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当企業グループは、工作機械の製造・販売業を展開しており、国内においては当社及び連結子会社が、海外におい

ては各地域の現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取り扱う製品

について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当企業グループは、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、

「米州」、「欧州」及び「アジア・パシフィック」の４つを報告セグメントとしております。

　
２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、最近の有価証券報告書（平成25年６月27日提出）における

「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」の記載と同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業損益であります。セグメント間の取引は会社間の取引であり、市場価格等に基づい

ております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　

前連結会計年度(自平成24年４月１日 至平成25年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント
調 整 額
（注）１

連結
財務諸表
計 上 額
（注）２日本 米州 欧州

アジア・パ
シフィック

計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 70,434 36,236 16,967 10,135 133,774 ― 133,774

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

45,969 87 171 7,842 54,069 △54,069 ―

計 116,403 36,324 17,138 17,977 187,843 △54,069 133,774

セグメント損益 7,991 1,785 △2 1,435 11,210 △393 10,816

セグメント資産 144,666 26,665 16,003 14,655 201,990 △36,639 165,350

その他の項目

　 減価償却費 3,400 206 72 337 4,017 △42 3,974

持分法適用会社への投資額 2,175 ― ― ― 2,175 ― 2,175

　 有形固定資産及び無形固定
　 資産の増加額

5,749 237 47 96 6,131 ― 6,131

　（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

　 （１）セグメント損益の調整額△393百万円は、未実現利益の消去他であります。

　 （２）セグメント資産の調整額△36,639百万円は、セグメント間の消去であります。

　 （３）減価償却費の調整額△42百万円は、未実現利益の消去であります。

　 ２．セグメント損益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度(自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

（単位：百万円）

報告セグメント
調 整 額
（注）１

連結
財務諸表
計 上 額
（注）２日本 米州 欧州

アジア・パ
シフィック

計

　売上高

(1) 外部顧客への売上高 68,202 36,892 19,079 10,177 134,351 ― 134,351

(2) セグメント間の内部売上高
又は振替高

43,850 108 97 9,228 53,284 △53,284 ―

計 112,052 37,000 19,177 19,405 187,636 △53,284 134,351

セグメント利益 6,099 1,245 15 1,726 9,087 254 9,342

セグメント資産 153,853 28,564 17,049 18,162 217,630 △35,310 182,319

その他の項目

　 減価償却費 4,960 253 89 207 5,511 △19 5,492

持分法適用会社への投資額 2,226 ― ― ― 2,226 ― 2,226

　 有形固定資産及び無形固定
　 資産の増加額

11,876 208 20 620 12,725 ― 12,725

　（注）１. 調整額は以下のとおりであります。

　 （１）セグメント利益の調整額254百万円は、未実現利益の消去他であります。

　 （２）セグメント資産の調整額△35,310百万円は、セグメント間の消去であります。

　 （３）減価償却費の調整額△19百万円は、未実現利益の消去であります。

　 ２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり純資産額 631.63円 676.70円

１株当たり当期純利益金額 46.24円 48.57円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

３．「会計方針の変更」に記載のとおり、退職給付会計基準等を適用し、退職給付会計基準第37項に定める経過

的な取扱いに従っております。

この結果、当連結会計年度の１株当たり純資産額が22.08円減少しております。

前連結会計年度
(自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(百万円) 7,593 7,948

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(百万円) 7,593 7,948

普通株式の期中平均株式数(千株) 164,202 163,658

４．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度末
(平成25年３月31日)

当連結会計年度末
(平成26年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 107,097 115,200

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) 3,384 4,567

(うち少数株主持分(百万円)) (3,384) (4,567)

普通株式に係る期末の純資産額(百万円) 103,712 110,633

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

164,198 163,488

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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４．その他

（１）受注及び販売の状況

①受注状況

　(単位：百万円)

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日

　 至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高

ＮＣ旋盤 34,453 9,091 38,158 14,105

マシニングセンタ 56,233 15,517 73,405 23,879

複合加工機 27,894 4,675 30,925 5,282

ＮＣ研削盤 2,270 805 3,128 1,356

その他 2,957 476 3,442 652

合計 123,810 30,567 149,060 45,276

(注) 受注高、受注残高には消費税等は含まれておりません。
　

②販売実績

(単位：百万円)

前連結会計年度
（自 平成24年４月１日

　 至 平成25年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

売上高 構成比(%) 売上高 構成比(%)

ＮＣ旋盤 39,238 29.4 33,144 24.7

マシニングセンタ 59,836 44.7 65,042 48.4

複合加工機 28,517 21.3 30,318 22.6

ＮＣ研削盤 2,699 2.0 2,578 1.9

その他 3,482 2.6 3,267 2.4

合計 133,774 100.0 134,351 100.0

(注) 売上高には消費税等は含まれておりません。

（２）海外売上高

前連結会計年度(自平成24年４月１日 至平成25年３月31日)

米州 欧州
アジア・

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 36,881 18,013 30,024 84,919

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― ― 133,774

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(%)

27.6 13.5 22.4 63.5

　

当連結会計年度(自平成25年４月１日 至平成26年３月31日)

米州 欧州
アジア・

パシフィック
計

Ⅰ 海外売上高（百万円） 37,800 19,267 26,985 84,054

Ⅱ 連結売上高（百万円） ― ― ― 134,351

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(%)

28.1 14.4 20.1 62.6
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（３）役員の異動（平成２６年６月２７日付の予定） 

 

１． 昇任予定取締役 

                 りょうき    ま さ と 

   専務取締役   領 木  正 人  （現 常務取締役） 

 

 

 

２． 退任予定取締役 

                 たけはら   ゆきはる 

   常務取締役   竹 原  幸 治  （当社顧問に就任予定） 

 
 

                                       以 上 
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